
光部品生産技術部会 講演要旨 
 
開催日：２０１５年１０月２３日（金） ＜２０１５－３ ①＞ 
 
テーマ：「近接場光学はどこに向かっているのか？」 
講演者：河田 聡氏（大阪大学 大学院 応用物理学専攻 特別教授） 
 

生き物のみならず科学も産業製品も、その進化の過程は多様な機能が組み合わされて複雑化し

ていくのではなく、余計なものが削ぎ落とされて無駄が「ない」という状態に至る。近接場顕微

鏡のプローブも、先端を尖らせた光ファイバーに金属を塗布し微小な開口を設けた複雑な形態か

ら、「レンズ」も「開口」もない金属プローブへ進化した。その原理はバビネの定理から説明で

きる。可視域での金属（金、銀）のプラズマ共鳴の表面波あるいは局在波が、その分散関係から

波長圧縮、スローライト特性の効果を生み、ナノの光スポットを形成する。講演では、表面プラ

ズモンの分散関係、電場増強度とアンテナ理論との関係、プラズモニックな特性を示す材料と波

長域など、プラズモニクスについての講義があった。空間分解能は光の回折限界の50倍程度、増

強度は1000倍程度が再現性高く得られる。表面のみならず3次元観察を実現するナノ顕微鏡、プラ

ズモン共鳴を活用した表面プラズモンホログラフィーによるカラー３次元再生、深紫外共鳴ラマ

ン散乱近接場顕微鏡などの新しいトピックスについても紹介された。 

 


